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令和元年１１月定例教育委員会会議録 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 令和元年１１月１２日（火曜日） 

開 会 １４時１５分 

閉 会 １５時１５分 

（２）場 所 直方市役所 ５階 第５０３・５０４会議室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

教育長 山本栄司 

教育委員 山内健 教育委員 澁谷昌樹  

教育委員 中村敬子 教育委員 中野昭子 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

  教 育 部 長 安永由美子 

  教育総務課長 熊井康之、学校給食係長 宮崎達生 

  学校教育課長 川原国章、学校教育課管理主事 大塚泰信 

  こども育成課長 塩田礼子、こども育成係長 福間紀美子 

  家庭支援係長 松﨑祐一、文化・スポーツ推進課長 古賀 淳 

 

（２）書 記 

   教育総務課長 熊井康之 
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○山本教育長 

  それでは、１１月定例教育委員会を開会いたします。 

まず、教育長報告です。 

  １０月８日火曜日、１０月定例教育委員会を実施いたしました。 

  ９日水曜日、直方市教育委員会学校訪問、皆様と一緒に直方北小学校を訪

問いたしました。子供たちは、落ちついて学習に取り組んでいたと思ってお

ります。 

  １０日から１１日と２日にかけまして、宮崎市で開催された九州都市教育

長協議会定期総会に参加してまいりました。これから変わってくるのだなと

つくづく感じさせられたのが、こういった研究大会等の講話で呼ばれるのは

大体文科省の職員で、これからの教育のあり方ということでお話をされるの

が常だったのですが、今回講話に来られていたのが経済産業省の課長さんで、

講話の題目は未来の教室ということで、経済産業省の方が教育を語る時代に

なってきたのかということでした。 

また、同行されて来られた方が、何者かと思うようなジーパンにＴシャツ

という格好の若者で、ＩＴ関係の社長なのですが、その方々がこれからの教

育はこうなるのですよ、ああなるのですよと論じられていて、これから一層、

教育というのは変わっていくのだなと感じたところでございました。 

  １１日の日に帰ってきまして、大和青藍高校の戴帽式に私は参加させてい

ただきました。院内感染、ナースキャップの糊がその原因になるといったよ

うなことから今は廃止する学校がほとんどで、もうしないところのほうが多

いというのが現状のようです。 

生徒の晴れやかなというか誇らしい顔をみると、気持ちを切り替えるいい

式なのだろうなと思いました。 

  １６日、水曜日、小学校３年生社会科見学で汽車倶楽部に安永部長と一緒

に参加させていただきました。汽車倶楽部、それから石炭記念館、熱心な取

り組みを確認させていただいたところです。 

  １８日、金曜日、直方市教育委員会学校訪問、福地小学校のほうに行きま

した。委員さんのほうから学校訪問のあり方など、厳しい御意見もいただい

たところでございます。 

  ２４日、木曜日、１０月定例教育長会です。事務所のほうでございました

けれども、人事課班のほうから中学校の教頭試験の結果が事務所中トップだ

という報告がありました。指導班のほうからは、県学力調査の結果から中１

から中２で学力が落ち込むという実態が見られるという報告があったところ

です。 

  ２５日、金曜日、保幼小交流研究会、清光寺幼稚園のほうに行ってまいり
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ました。非常にしっかりした取り組みが行われていたという印象です。 

  ２６日、土曜日、日本ＰＴＡ九州ブロック研究大会福岡県大会の分科会が

ユメニティのおがたで実施されました。大塚市長から挨拶をしていただきま

した。 

  ２９日、火曜日、直方市教育委員会学校訪問、植木中学校のほうにまいり

ました。非常に生徒が落ちついているという印象で、特に３年生はよく鍛え

られているなという印象を受けました。 

  ３０日、水曜日、直方第二中学校区小中一貫教育交流研究会、感田小学校

でございまして、３１日、木曜日は、直方第三中学校区小中一貫教育交流研

究会が、直方南小学校であったところでございます。ここで伝えてまいりま

したのは、小中連携ではなく小中一貫という視点でもって、取り組みの再確

認をお願いしたいというところです。 

  １１月に入りますが、１日、金曜日、定例校長会議。２日、土曜日、第５

１回直方市民文化祭において、子ども音楽祭、それから直方市英語発表会、

小中文化展などが実施されたところです。 

子ども音楽祭は、新入幼稚園、清光寺幼稚園、新生第二保育園、ユメニテ

ィのおがたが主催しております夢見る子どもアカデミー、それから植木小に

植木中、鞍手高校が参加しております。英語発表会は、内容が大分向上して

きた感じを受けております。さらなる向上ということでいいますと、賞の内

容を検討してもいいのかなと感じたところでございます。 

  ７日、木曜日、福岡県小学校音楽教育研究大会、これが感田小のほうであ

りました。久しぶりに音楽授業の発表会を見せていただいたのですが、子供

たちの様子から、このような教科の必要性も強く感じたところでございます。 

  １１日、月曜日、定例教育長会。その後、北九州地区市町教育委員会連絡

協議会があり、教育長・教育委員会研修会ということで、私と山内委員、中

村委員の３名がこの研修会に参加させていただきました。 

元春日市の学校教育部長の講話がありまして、教育委員会改革、自律的学

校経営、活性化の計画についてのおもしろい内容でございました。 

  １２日、火曜日、本日でございます。先ほど筑豊地区の図書館協議会研修

会の挨拶に行ってまいりました。今実施している定例教育委員会と、この後

は総合教育会議になります。 

  裏面の１１月１４日、研究発表会が福教大の小倉中学校のほうでございま

す。それと、研究所連盟研究発表会、県民福岡駅伝結団式が夜に実施される

ということで、こちらのほうも挨拶に行ってまいります。 

  １５日、金曜日、鞍手の西川小学校研究発表会が実施されます。 

  １６日、土曜日、直方市ハートフル奨学金審議会を実施いたします。 
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  １８日、月曜日、直方市表彰式が行われます。 

  ２２日、金曜日、研究発表会、遠賀町の遠賀中学校、これは国指定の小中

連携による学力向上を図る授業づくりというテーマでございます。 

  ２３日、土曜日、筑豊美術展授賞式、直方商工会議所で行われます。 

  ２６日、火曜日、人権問題講演会、ユメニティのおがたです。 

  ２８日、研究発表会、宮若西小学校、宮若西中学校の発表会、これは県指

定の発表ということになっております。 

  以上、１０月、それから１１月の行事報告でございます。 

  何か御質問等ございましたらおねがいします。 

 

○山内委員 

  １０月２８日の臨時議会では、どういうことについて議論があったのでし

ょうか。 

 

○教育部長（安永由美子） 

  中泉中央市営住宅の指定業者決定についての承認でございました。 

 

○山本教育長 

  ほかになければ、議案のほうに進みたいと思います。 

  では、議案第３２号、直方市文化施設指定管理者の指定について、文化・

スポーツ推進課からお願いいたします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 

  議案第３２号、直方市文化施設指定管理者の指定について、直方市文化施

設指定管理者の指定について、別紙のとおり提案する。令和元年１１月１２

日、直方市教育委員会、教育長、山本栄司。提案理由、直方市教育委員会事

務委任規則第２条第４号の規定により提案するものである。内容については、

着席にて説明させていただきます。 

  まず、経緯からでございます。本議案の指定管理者の指定に当たりまして

は、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、あらかじめ議会の議決

を得なければならないとされておりますため、令和元年１２月定例市議会に

議案を提出する予定でございます。９月３日の定例教育委員会で説明いたし

ました文化施設の指定管理公募スケジュールのとおり、９月４日から３０日

までの間、市のホームページにおいて募集要項の配布を行い、その結果、公

益財団法人直方文化青少年協会から応募がありました。市の指定管理候補者

選定委員会におきまして、応募者から提出された事業計画等の書類審査及び
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プレゼンテーションなどをもとに審査が行われまして、先日選定委員会より

公益財団法人直方文化青少年協会を指定管理者として適当であると判断する

との報告を受けたところです。 

  添付いたしております資料１－１は、選考委員会の選考結果、採点表も添

付しております。資料２は、その結果を受けて市が指定管理候補者として選

定いたしました結果でございます。 

  それでは、議案を１枚めくっていただきまして別紙について御説明いたし

ます。別紙は１２月定例市議会に提出する議案内容を記載したものでござい

ます。直方市文化施設指定管理者を次のとおり指定する。１、指定管理者に

管理を行わせようとする公の施設の名称はユメニティのおがた、直方市立図

書館、直方歳時館、直方市石炭記念館、直方市美術館、直方市美術館別館。

２、指定管理者となる団体の名称、代表者及び住所または所在地は公益財団

法人文化青少年協会、理事長谷弥壽彦、直方市大字山部３６４番地４。３、

指定管理者に管理を行わせようとする期間は令和２年４月１日から令和５年

３月３１日までの３年間となっております。 

  以上、議案第３２号について御説明いたしました。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○山本教育長 

  ただいま第３２号、直方市文化施設指定管理者の指定につきまして、提案

がございましたけれども、御質問がございましたらお願いいたします。 

 

○山内委員 

  文化青少年協会の所在地は、ユメニティのおがたの所在地と同じだとおも

いますが、指定管理を行おうとしているのにすでにユメニティのおがたに所

在地があるという矛盾は起きてこないのですか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 

  文化青少年協会という財団は直方市が出資をいたしまして、そのために設

立をした財団でございまして、約１億円の出資をもとに運用してその中で経

営をやっているということで、その後に指定管理制度が導入されましたこと

から、指定管理制度の中に財団を組み込んで民間企業と競っていただいてノ

ウハウだとか時代の流れだとかを吸収していただいた中で運用していくとい

う考え方でございましたので、逆に言いますと文化青少年財団のほうが先に

できて、ユメニティのおがたの所在地に居を構えたと、しかし指定管理とい

う制度ができたがゆえに、外に門校を開いて民間との競合に出ていっていた
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だくようにしたということでございます。 

 

○山内委員 

  他の民間団体等が指定管理者になったら、文化青少年協会は当然そこには

居を構えることができなくなるという考えですか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 

  私どももそれ相応の覚悟をもって指定管理に出しておりますが、財団の職

員もそれに恥じないようなモチベーションだとか方向性だとか能力をもって

やっていただけるものと思っております。ちなみに、北九州市は指定管理制

度をとっておりますけれども、同じような財団がありまして公募をしない随

意契約の指定管理をやっているという団体もございます。指定管理がとれな

かった場合には官の委託事業だとかそういうものを含めて運営していただく

ということになろうかと思います。以上でございます。 

 

○山本教育長 

  事務所が一緒というのが気になっているところだと思いますが。 

 

○山内委員 

  そうです。すでにそこにいるのに指定管理を委託する、そのような委託が

できるのだろうかという単純な発想です。 

 

○山本教育長 

  そのほかにございますか。では、第３２号につきましては、承認いただけ

る場合は挙手でお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。続きまして、議案第３３号令和元年度１２月補正

予算について、お願いいたします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  議案第３３号、令和元年度１２月補正予算について、令和元年度１２月補

正予算について、別紙のとおり提案する。提案理由、直方市教育委員会事務

委任規則第２条第１項第４号の規定により提案するものでございます。 
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  歳出の御説明をいたします。２款１項１６目、償還金利子及び割引料につ

きまして、補正後の予算額３０９万円となっております。こちらは説明欄記

載のとおり平成２９年度、平成３０年度の国と県の補助金の返還するための

予算でございます。 

  続きまして、３款２項２目、児童措置費の２０節、扶助費におきまして、

１５億３，３９６万３，０００円を計上しております。こちらにつきまして

は、児童扶養手当の扶助費を計上させていただいております。児童扶養手当

につきましては、４カ月に１回、支払いを行っておりましたが、今後２カ月

に１回の支払いというような形になります。来年度の４月に支払いをしてい

たものを今年度中に支払う必要がでてきましたので、その分の補正となって

おります。 

  続きまして、３款２項６目１３節委託料、公立保育園運営委託料につきま

しては、中央保育園の委託料を計上させていただいております。金額は１億

４，３８９万８，０００円でございます。当初予算におきましては７２０名

で積算されましたけれども、８００名ほど必要となってまいりましたので、

その分の積算を行った計上となっております。 

  ３款２項６目、保育事業費の１９節、補助金におきまして、延長保育事業

費補助金、それから次の下の段におきまして同じ項目ですけれども、認定こ

ども園１園分の補助金を計上しております。こちらにつきましては、国、県

の子ども・子育て補助金の単価の改定による補正となっております。金額に

つきましては、私立１２園につきまして１，６８５万５，０００円を、認定

こども園１園におきまして１５０万５，０００円を計上いたしております。 

  続きまして、３款７項１目、母子保健事業費、１３節、委託料におきまし

て、説明欄記載の乳幼児健診時の母子保健情報連携のためのシステム改修費

２５２万６，０００円を計上させていただいております。こちらは自治体間

で、乳幼児健診や予防接種の記録について共有できるようなシステムの改修

となっております。 

  続きまして、１０款１項４目、幼児教育振興費、１９節、補助金におきま

して幼稚園給食費補助事業費補助金といたしまして２４０万円を計上いたし

ております。こちらにつきましては、現在幼稚園に通っている方で低所得世

帯と多子世帯の軽減を図ることを目的とした給食費についての補助金という

ことで計上させていただいております。 

  １０款１項４目、幼児教育振興費、２０節、扶助費につきましては、本年

度１０月から始まりました幼児教育無償化におきまして予算を計上しており

ましたところ、過大に予算化していたことから減額補正するものでございま

す。 



 

－8－ 

  以上で、こども育成課の説明を終わります。 

   

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  １０款２項２目、小学校費、教育振興費でございます。１１節、６万３，

０００円を補正額として上げております。１８節は２４４万１，０００円、

備品購入費でございます。これにつきましては、来年度より上頓野小学校が

児童数、またクラス数がふえるということでそのための給食の備品、食器で

すとか食缶の購入の金額を計上しております。以上です。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  １０款３項中学校費の２目、教育振興費について御説明いたします。２０

節、扶助費に２９８万８，０００円を計上しています。これは就学援助に係

る国の単価の改正に伴うもので、国単価は今年度より増額となっております。

直方市は来年度から国単価に合わせ増額する予定でありますので、来年度新

中学校１年生になる生徒の入学準備金の増額分を補正しております。修学旅

行費は、現在４万７，４００円が５万７，４００円となります。なお、新小

学校１年生については、既決予算で対応します。以上です。 

 

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 

  １０款４項２目、公民館費で１６５万７，０００円の委託料をお願いして

おります。これは中央公民館空調改修工事に伴う設計委託料ということで記

述させていただいております。中央公民館の空調は設置後２４年間を経過し

ておりまして、保守管理会社からも部品の供給がもう既にとまっているので

早急なやりかえをということで求められておりました。有利な条件を探して

おりましたところ、今年度、来年度で緊急防災・減災基金債という国の制度、

これはブロック塀が倒れて子供さんが亡くなった事件に関して、そういう防

災上危ないところは早目に手当てをしましょうねという予算がこれに該当い

たしました。といいますのは、中央公民館は避難所の指定を受けております

ので、避難所の指定を受けているところに住環境といいますか避難者が快適

な環境で過ごせるようにということになりそうだということで、まずは設計

委託料、新年度には改修費が、設計費が出てまいりますので計上する前提で

ございます。この１６５万につきましては、歳入として率のいい補助金があ

りますので、歳入として２１款１項７目の教育債というところで１００％の

起債ということで、簡単に言いますと分割払いができると、その分割払いを

する中で７０％は国からの交付税措置が出るというような有利な条件が出て

おりますので、予算化しようとするものでございます。 
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  続きまして、１２目、文化施設費、７５２万２，０００円委託料をお願い

しております。これは現在のユメニティの指定管理であります文化青少年財

団の指定管理料の別途、契約上は１００万円を超える修繕が出た場合には業

者協議の上、修繕代は市が負担するということになっておりまして、そもそ

も修繕費は簡易な修繕５０万円のみ予算化しております。それを越えた分に

つきまして７０２万１，０４７円が算定をされたところでございます。今年

度で指定管理が終了しますことから、年度末までに精算を全部済ませてしま

いたいというところで５０万円の予備費を見込んだところで７５２万２，０

００円という指定管理料の中の修繕費というものの追加支給するというもの

でございます。以上でございます。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  次のページをお願いいたします。ここからは債務負担行為についての説明

となります。まず、小学校情報通信機器操作等支援業務委託料８７５万２，

０００円です。これは、ＩＣＴ支援員と言っておりますけれども、小学校各

学校に年間１４回、中学校は年間１回、ＩＣＴ支援員が伺いまして、ホーム

ページの作成、機器使用の支援を行っているところでございます。今年度末

で契約が切れますので、令和２年度から令和４年度までの３年分を合計した

金額を、債務負担行為で１２月補正に上げるものでございます。 

  

○学校給食係長（宮崎達生） 

  続きまして、小学校給食用物資調達事業でございます。こちらは限度額１

億７，８２７万４，０００円を計上しております。期間といたしましては、

令和２年４月から令和３年３月でございます。来年度４月分の食材費につい

ては、業者の入札、見積もり合わせを３月中に行いますので、債務負担行為

でございます。以上です。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  １３節、外国語指導業務委託料に５，８６８万７，０００円を計上してお

ります。これは市内小中学校に派遣するＡＬＴ外国語指導助手の委託料であ

ります。今年度で３年間の長期継続契約が切れることから来年度から３年間

の新たな長期継続契約を行うための予算を確保するものです。ＡＬＴの人数

は小学校の外国語活動、外国語科に３人、中学校の外国語科に１人の合計４

人を予定しております。以上です。 

 

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 
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  最後のページをお願いいたします。２款２項２目文化施設で５億２，１７

６万円の債務負担をお願いしております。これは議案第３２号に基づくもの

でございまして、指定管理の今後３カ年、指定管理者のほうからは１億６，

３００万円という１年間の積算がありますが、それぞれ各年度１億７，３９

２万円を３カ年ということで積算しております。その差額の約１，０００万

につきましては、先ほど説明しました修繕費が老朽化に基づいて毎年度かな

り見込まれることからその修繕費を見越して、その中も勘案した中での３カ

年、合計５億２，１７６万円ということで債務負担をお願いしようとするも

のでございます。以上でございます。 

 

○山本教育長 

  それでは、何か質問がございましたらお願いします。 

 

○中村委員 

  子ども・子育て支援交付金の返還金は２６０万円ということですが、どう

してこんな大きな額を返還することになったのでしょうか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  子ども・子育て支援交付金は、３０年度当初に申請いたしまして、それか

ら見込み額で国からお金をお預かりさせてもらって、最終的に年度末で精算

という形をとります。子ども・子育て支援交付金には１３事業ございまして、

それが学童保育の分であったり、病児保育であったりというところで、１３

個のうち直方市の場合は１０項目を実施しておりますが、１０項目全部合わ

せたところでの金額になっておりますので、この金額になったということで

ございます。 

 

○中村委員 

  ありがとうございます。 

 

○山内委員 

  熊井課長に質問ですけれども、最初に補正の表がありますよね。毎回補正

はこういう形式で説明していただいていましたかね。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  今回は、この形態の表を使わせてもらっております。１２月議会に向けて

の財政課によるヒアリングの途中であり、今までの形態の資料ができていな
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いため、この表を使わせてもらっております。 

 

○山内委員 

  わかりました。予算が非常に多岐にわたっているため、この表のようにま

とめてもらった方がわかりやすいですね。 

  学校教育課に質問ですけれども、外国語指導業務委託料、小学校３名、中

学校１名ですけれども、延べで何時間ぐらいになるのでしょうか。 

印象としてとても高いなと感じます。単年度で２，０００万円ぐらいの予

算をかけるということですから。 

来年度の委託事業者は、まだ決まっていないのですよね。 

以前、中学校だけのときは、年間で３００万とか４００万円ぐらいだった

のが、４人で２，０００万ならば一人５００万となり、１年間で一人５００

万円分の指導をするとなると、日数はかなり増えるのだろうなと。 

ぜひ、予算に見合うだけの働きをしてもらえる業者と契約をお願いしたい

と思います。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  来年度からの小学校３・４年生も教科的として、５・６年生は教科になる

ので、実数人数は変わりませんが、１人にかかる時間数は確実にふえます。 

 

○山内委員 

  なるほど、わかりました。 

 

○山本教育長 

  ほかにないようでしたら、令和元年度１２月補正予算について、賛成いた

だける場合は、挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。議案第３４号、結核対策委員会規則の一部を改正

する教育委員会規則について、学校教育課、川原課長、お願いいたします。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  資料３と別紙に１枚、結核対策委員会規則関係の資料を配付しております。 

  議案第３４号、結核対策委員会規則の一部を改正する教育委員会規則につ
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いて、別紙のとおり提案するものであります。提案理由は、直方市教育委員

会事務委任規則第２条第１項第２号の規定により提案するものであります。 

  第４条本文の任期の１年を２年に改め、令和２年４月１日から施行するも

ので、今任期は１年となっております。例年４月の小学校校長会議、中学校

校長会議、養護部会などで委員を推薦してもらって、５月の定例教育委員会

で承認していただいて、そして６月から委嘱という流れになっております。

それと反省点で毎年承認していただいて委員を委嘱するよりも、２年間は継

続していただきたく任期の１年を２年として提案するものでございます。 

  以上です。よろしくお願いします。 

 

○山本教育長 

  課長のほうから提案理由等説明がございました。これにつきまして、御質

問ありましたらお願いいたします。 

  では、議案第３４号、御賛成いただける場合は挙手をお願いいたします。 

 

（挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。では、議案第３４号は可決ということで確認をさ

せていただきます。 

 

○山内委員 

  直接議案に関係ありませんが、議案の鑑の一番下に、直方市教育委員会事

務委任規則第２条第１項第２号と書いてあるのと、直方市教育委員会事務委

任規則第２条第４号と書いてあるのと２種類あります。 

第１項の表記が必要なのか、後日、精査しておいてください。 

 

○山本教育長 

  条項号ですね。次回より正しい形でお願いいたします。 

  では、報告事項に移ります。まず、多子世帯給食費補助事業実施要綱につ

いて、こども育成課、説明をお願いいたします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  今回、報告事項ということで２本の補助事業を上げさせていただいており

ます。どちらも１０月にスタートいたしました幼児教育無償化に伴い必要と

なる補助金要綱の設定をするものでございます。それぞれ内容につきまして、
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係長のほうから説明いたしますのでよろしくお願いいたします。 

 

○こども育成係長（福間紀美子） 

  資料４をごらんください。まず、直方市多子世帯給食費補助事業実施要綱

につきまして、御説明いたします。この事業は、保育園、認定こども園に入

所している第２子に係る副食費の食材費、月額４，５００円について助成す

る制度となっております。 

  令和元年１０月に始まりました幼児教育保育の無償化におきまして、３歳

から５歳の子供について、今まで副食費は保護者が納めていた保育料の中に

含まれていたものでございましたが、国が負担区分を整理し、保育に係る費

用の部分については無償、副食費に係る部分の食材費につきましては、保護

者が負担するものと整理をいたしました。直方市におきましては、平成２８

年度より独自に実施しております第２子以降の保育料を引き続き完全無償と

して実施するために、今回この要綱を制定したものです。 

  補助の対象となるのは、３歳から５歳のうち在園児からカウントして第２

子となる子供です。令和元年１０月現在、該当者は４８名となっております。

費用につきましては、直方市の単費となっております。 

  続きまして、直方市幼稚園給食費補助事業実施要綱につきまして、御説明

させていただきます。この事業は、子ども・子育て支援法に移行していない

幼稚園に通う子供のうち、国の定める要件に該当する子供について副食費の

食材費を助成する制度です。 

  要件としましては、保護者が納める市民税が７万７，１０１円未満の世帯

に属する子供で、また小学校３年生からカウントして第３子以降の子供が対

象となっております。補助額は一食当たり最大２２５円、月額上限は４，５

００円となります。これは幼稚園が保育園と違って給食が毎日出るものでは

なくて、それぞれの園によって週に２回であったり、週に３回であったりと

いうことで回数が違うために一食当たりということでカウントするようにな

っております。 

  この要綱は国の制度に準拠しており、子ども・子育て支援交付金で国３分

の１、県３分の１の補助対象となりおります。 

  新制度に移行した幼稚園につきましては、国が定める法令価格におきまし

て国２分の１、県４分の１の負担の対象となります。直方市内には８つの幼

稚園があり、新制度に移行していない幼稚園は７園。対象となる子供は令和

元年１０月現在４９９名中１２７名が対象となっております。以上です。 
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○山本教育長 

  多子世帯給食費補助事業、それからその次の幼稚園給食費補助事業につい

て提案いただいております。御質問ございましたらお願いいたします。 

  では、その次に進みます。直方市小学校給食費の管理に関する条例につい

て、係長、お願いします。 

 

○学校給食係長（宮崎達生） 

  それでは、直方市小学校給食費の管理に関する条例について御説明いたし

ます。資料６をお願いいたします。 

  先月の定例教育委員会で小学校給食費の公会計について御説明申し上げま

したけれども、来年度より給食費を市の公金として取り扱う条例を１２月議

会に提案いたします。 

本条例は９条で構成されております。第４条では小学校給食費の徴収とい

うことで、給食を受ける児童と保護者から給食費を徴収する。第２項では、

児童以外、教職員や調理員等から給食費の徴収を規定しております。 

  続きまして第５条、小学校給食費の額では、給食費を定め、第２項では給

食費を変更する場合は小学校給食運営審議会に諮ることを規定しております。 

  第６条、小学校給食費の減免では、アレルギー、病気休暇などにより給食

の一部が適用されなかった場合の給食費の減免を規定しております。 

  第７条は、納期限、小学校給食費の納付は納期限を規定しております。 

  続きまして第８条は、小学校給食運営審議会です。給食費のほか、小学校

給食の運営に関して審議するため、地方自治法の１３８条の４第３項に基づ

き、市の附属機関として審議会を設置することを規定しております。 

第７条、小学校給食費の納付では納期限を規定しております。 

  第８条、小学校給食運営審議会では、給食費のほか小学校給食の運営につ

いて審議するため、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づき市の附

属機関として審議会を設置することを規定しております。第２項では、委員

の人数は１５人、第３項では、審議会の組織及び運営に関する事項を規定し

ております。 

  続きまして、条例の施行規則ということで、未定稿の資料をつけさせてい

ただいております。こちら条例制定後に、また定例教育委員会で協議いただ

くものですので参考として、まだ決定というか完成はしておりませんので、

この分でつけさせていただいております。それでは、幾つか簡単に説明させ

ていただきます。 

  施行規則の第４条では、小学校給食費の額については小学校給食運営審議

会に相当する、こちらはまだ金額が入っておりませんけれども、小学校給食
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運営審議会に相当する委員の小学校の校長並びに保護者の代表で給食費につ

いて協議をしていただいております。学校給食会を経て来月の教育委員会で

施行規則を提示させていただく予定でございます。 

  第６条、小学校給食費の減免について、第１号ではアレルギー等による減

免、第２号では病気等で連続して５日以上給食の提供を受けない場合の減免

を規定しております。 

  第７条、小学校給食費等の徴収では、毎月の納期限及び納付額を別表に規

定しますが、前日の一食当たりの単価が決まってからの作成になります。今

のところ、おおむね現在の月額に近い形で徴収する方向で考えております。 

  以上、直方市小学校給食費の管理に関する条例について、説明を終わりま

す。よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  直方市小学校給食費の管理に関する条例についての説明でしたが、何か御

質問ございましたらお願いします。 

 

○中村委員 

  小学校でもなかなか学校に来られないような子がいらしたと思います。保

健室にいて、しばらくして帰っていくという子どもたちは、給食を食べずに

帰ってしまうということがよくあると思います。そういう子供たちの対応は

どういうふうに考えていらっしゃるのでしょうか。 

 

○学校給食係長（宮崎達生） 

  学校がこの子はしばらく来ないだろうと判断し、報告を受けた日数が５日

以上であれば減免の対象になります。このことについて学校に聞かせていた

だいたんですけれども、いつ登校してくるかわからないところがありますの

で、基本的には給食は用意して、結果としては５日以上にならないかもしれ

ませんけれども、そのまま給食費を学校現場ではいただいているというふう

には聞いております。 

 

○中村委員 

  現在はそうやっているのですね。ありがとうございます。 

 

○山内委員 

  小学校給食運営審議会が設置されると思います。市長の諮問に応じて今の

小学校給食費の額を値上げすべきかどうかといったことを審議して、給食費
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を上げたほうがいいという結果が出れば、それを市長に答申するという位置

づけですね。それで値上は決まっていくのでしょうか。 

 

○学校給食係長（宮崎達生） 

  はい、そうですね。あとは規則の中で額をうたっておりますので、また教

育委員会にかけさせていただいて、市長決済いただいて、決定ということに

なります。 

 

○山内委員 

  中学校は選択性だから微妙な問題があります。例えば中学校の給食費を上

げようとすると、学校給食会との兼ね合いはどうなるのでしょうか。 

 

○学校給食係長（宮崎達生） 

  中学校給食に関しては、今までどおり直方市学校給食会の方で給食費検討

専門委員会というのを会長の諮問に応じて設置するようになっておりますの

で、そちらで給食費の値上げをするしないという協議になろうかと思います。 

 

○山内委員 

  小学校と中学校で若干方法というか仕方が違う、ずれが出てくるというこ

とですね。 

 

○学校給食係長（宮崎達生） 

  委員の構成とかは同じでも、根拠の法令と言いますか規則が学校給食会の

会則なのか、こちらの給食費の管理に関する条例なのかというところの差に

なろうかと思います。 

 

○山内委員 

  なるほど、わかりました。 

 

○山本教育長 

  では、その他に移ります。まず１２月行事について、お願いいたします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  資料７、令和元年度１２月行事予定について説明いたします。座って説明

します。 

  １日、大相撲もち吉場所が開かれます。２年生が招待されています。この   
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小学校は全校出校日にしておりますので、月曜日はその振りかえということ

になります。 

  それに伴って、定例校長会議を３日に設定するようにしております。また、

定例校長会議が終わった後、学校給食会臨時総会を同じ会場で行う予定です。 

  ６日、直方市標準学力調査、これは基本的にこの日にやってくださいとい

う日を６日にしております。学校行事等で右側の学校行事の中に調査日が学

校によって違うところがありますが、６日全校で行うことになっております。 

  １１日、水曜日、第３回学力向上検証委員会を行います。１５時から開始

します。 

  １２日、木曜日、小中一貫教育推進本部会を１５時３０分から行います。 

  １７日、火曜日、臨時校長会議、これは人事に関係する説明ということで

１４時３０分から中央公民館第１学習室で行います。その後、第３回人権教

育推進委員会が中央公民館第３学習室を会場に行う予定にしております。 

  １８日、水曜日、小中一貫教育推進委員会、１５時３０分からということ

で５０３、５０４で行います。 

  ２４日が終業式。 

  ２８日は土曜日でありますが、学校閉庁日ということで基本方針に書いて

おりますので、部活動の実施もここはやめてくださいというところで学校閉

庁日として設定しております。説明については以上です。 

 

○山本教育長 

  以上、１２月行事についての説明でしたけれども、これにつきまして何か

ありましたらお願いします。 

  では続きまして、令和２年度１学期始業式及び入学式について、大塚主事、

お願いいたします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  資料８でございます。令和２年度１学期始業式及び入学式について、始業

式を４月６日の月曜日、入学式を中学校は４月９日の木曜日、小学校が４月

１０日の金曜日に行うように設定しておりますのでよろしくお願いいたしま

す。以上です。 

 

○山本教育長 

  始業式、入学式の日程ですけれども、よろしいですかね。それでは続きま

して、令和２年の直方市成人式（新成人のつどい）について、お願いします。 
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○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 

  今年度、年が明けまして１月１２日に成人式を予定しております。ユメニ

ティのおがたの大ホールで１時開場、２時開始ということで、３連休の中日

ということで予定しております。 

  今後のスケジュールに関しましては、例年の例に倣いまして新成人の実行

委員会を編成して、そこでいろいろ決めていただくというようなことで考え

ております。 

  実行委員会を実は募集いたしまして、積極的なお申し込みというのはあり

ませんでした。各中学校の当時の先生方に御推薦をいただきまして、それで

実行委員会で文化・スポーツ振興課のほうで個別に当たらしていただきまし

て了解を得られた方が実行委員会として決定いたしました。 

  実行委員会の第１回は１１月２３日に予定しておりますけれども、それ以

降の内容につきましては成人式の式典、以下、具体的に記載しているような

ものを協議していって、前日にリハーサル、当日は成人式、反省会というこ

とで、今のところ進めております。以上でございます。 

 

○山本教育長 

  令和２年の直方市成人式について説明がありました。何か質問はございま

せんか。 

 

○中野委員 

  実行委員の人数は何名ですか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 

  各中学校２名ないし３名を予定いたしておりましたが、ちょっとそこまで

は至っておりませんので、７名で進めていこうかと思っております。 

試験に重なっている候補者、大学生で就活の時期に重なっている方がおり

ますので、確定ではございませんけれども、７名でスタートしております。 

 

○中野委員 

  ありがとうございます。 

 

○山本教育長 

  成人式当日の教育委員の出席はどうなっていますでしょうか。 

 

○文化・スポーツ推進課長（古賀 淳） 
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  御案内はさせていただいております。それでセレモニー的になったときに

は、一人ずつの御紹介ということもございますし、ホールのステージに誰も

登壇しない割とフランクな時期もございましたので、それは教育委員会とし

てはちょっといかがなものかなと、一応お祝いはお祝いできちんとやった上

で、あとは成人の方に任せるというような形も含めて、新成人の実行委員会

と協議していきたいと思っています。以上です。 

 

○山本教育長 

  成人式につきましてはよろしいですか。では、学童クラブ支援員について、

お願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  学童クラブ支援員の資料が不足しておりまして、大変申しわけございませ

んでした。改めて学童クラブ支援員の年齢層と資格の取得状況の資料をお渡

ししております。 

  年齢層と資格の内訳のところを下の段に記載しておりますが、資格内訳と

いたしましては公的な資格と公的な資格でないものの年数でとれるものと二

とおりございまして、保育士、社会福祉士、高校卒業で２年以上児童福祉事

業に従事された方、それから教員免許を持たれた方ということで、左側から

（１）、（２）、（３）、（４）の資格を持たれている方が主になってきておりま

す。（５）以降につきましては、大学卒業などの資格が求められまして、ず

っと右側のほうに進みますと（９）のところで高等学校卒業等であり、かつ、

２年以上放課後児童健全育成事業に類似する事業に従事した者であって、市

長が適当と認めるもの、この方が４名という形になっておりまして、必要な

資格がある方につきましては４１名というような内訳となっております。 

  年齢につきましては、平均年齢でいきますと４９．７５歳で支援員の有資

格者がいるというような状況になってございます。 

  それから、有資格者と資格なしの方で、お給料であったり待遇の差がある

かという御質問の件につきましては、ほぼないということです。 

今一番大きな事業所について、時給に換算いたしましてプラス２０円弱ぐ

らい給与差ができているというようなことがございますけれども、年齢や役

職、それから勤続年数等によって支給額が変わることもございまして、単純

に金額では出せない部分があるということで聞いております。具体的に資格

があるから大きく時給に差が出ているというような状況にはないということ

で聞いております。以上です。 
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○山本教育長 

  学童クラブ支援員の状況についての説明でございましたが、これにつきま

して何か質問はございますか。 

 

○中村委員 

  有資格者の人数を見させていただきましたが、有資格者は合計で４１名で、

支援員の数が１０８名なので、半分以上は資格がないということと理解して

よろしいのでしょうか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  上の段には、資格が必要な支援員さんとそれから補助の方、資格なしの方

を合わせて全員で１０８名入っていただいていることを記載しております。  

その中で支援員さんについては、県の研修を受けることと、ここで資格の

内訳で書かせてもらっている保育士から始まって１０番までの５年以上学童

保育に従事した者であり市長が適当と認めたものまで資格要件がございまし

て、それのどれかに該当している方が支援員して働いていただいているよう

な状況になります。 

 

○中村委員 

  現在、全体で何クラスぐらいあるのでしょうか。支援員さんは二人で一ク

ラスを賄っていると理解してよろしいのでしょうか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  今、直方市の学童クラブは１９カ所ございまして、単純に１９カ所で２名

は支援を置かないといけないので、３８人は必要であるという形になります。 

必要な人数は４１人よりも多くなるのですが、常勤と非常勤の支援員もおり

ますので、交代で入ることで対応していただいております。 

  有資格者は、今後ふやしていく必要はあるのかなと思います。 

 

○中村委員 

  ６０代以上が１３名、約３分の１ぐらいですが、６０代の方の雇用は、一

般的に６５歳まで１年ごとに雇用しましょうねと定められていますけれども、

そのような雇用体制と見てよろしいのでしょうか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  そこまでは確認しておりません。申し訳ございません。 
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○中村委員 

  ４１人から１３人を引いてしまうと、２８名になりますよね。そうすると、

この５、６年で直方市がやりたいと思っている２名体制が難しくなってくる

ことになります。この６０代の方々がどのくらいいらっしゃるのかわからな

いですけれども、いろいろな対策を練ったほうがいいのではないかと考えて

おります。よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  そのほかよろしいでしょうか。管理主事。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  情報提供になりますが、直方東小学校の６年生、明日からインフルエンザ

の学年閉鎖を１５日まで行うように報告が上がっております。なお、１５日

から修学旅行の予定でありましたので、延期ということで報告が上がってお

ります。 

 

○山本教育長 

  よろしいでしょうか。では、会議録署名委員の指名について、熊井課長。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  今月、１１月は中村委員にお願いします。 

 

○山本教育長 

  以上で、本日の議案は全て終了いたしました。 

  この後、少し時間をとって、総合教育会議が開催されますので、引き続き

御協力をお願いします。 
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        直方市教育長 
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        直方市教育委員 
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